
２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実

（６）文化芸術の振興と文化交流の促進

（評価担当者）
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■市民アンケート調査
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施策評価シート（平成29年度）

　市民が、文化的な個性や魅力にあふれたまちの中で心豊かに生活しています。
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亀山市芸術文化協会の会員数

文化会館自主文化事業にかか
る入場者数
市主催等の公募展への出演・
出展者数

■総合評価

　文化会館の大規模改修を計画的に実施し、施設に関する課題の解決を図るとともに、適切な管理運営により利便性の向上を図る。
　かめやま文化年2020に向けた準備を着実に進める。
　文化振興条例（仮称）の制定、次期「文化振興ビジョン」策定に向けた準備を行う。
　文化に関わる活動においては、文化の担い手の幅を広げることを強く意識する。
　文化振興基金の活用を図る。
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まずまず進んでいる

　文化政策の推進、文化交流の促進については、かめやま文化年2017の実施を通して事業推進が図れており、個別
判定はＢ、Ａとしている。文化の拠点づくりについては、予定していた改修工事等を完了させ、文化会館を中心とした活
動が進展しており個別判定をＡとしている。文化芸術活動の活性化についても、かめやま文化年2017の中で関連する
施策が進められており、個別判定をＢとしている。
　しかし、成果指標については、いずれも実績値が現状値を下回っており、数値的な結果には結び付いていない段階で
ある。
　以上から、総合判定はＢとした。

左記の総合判定とした理由

反省点・課題

　文化の拠点となる文化会館の大規模改修等については、計画的に改修等を進め、施設の長寿命化とともに、利用者の便宜を図っていく必
要がある。
　かめやま文化年の開催が、施策推進の原動力となっており、かめやま文化年2020の開催に向けて、これまでの文化年の評価検証を行うとと
もに、2020年に向けた事業立案を進めていく必要がある。また、文化振興基金の活用について検討を進める必要がある。
　文化に対する関心は着実に高まっていると考えられるが、一方で、市展出展数の減少に見られるように担い手の幅は広がっておらず、新た
な担い手の掘り起こしが必要である。

今後の展開方針

2



（施策の方向に関する評価）
施策の方向①　　文化政策の推進
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施策の方向③　　文化の拠点づくり

/
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施策の方向④　　文化芸術活動の活性化

/

/
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　文化会館における自主事業の実施 Ａ Ａ
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17057 文化会館等大規模改修事業 主
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　かめやま文化年2017では、「お茶・紅茶」「ローソク」と
いった地域資源に焦点をあてた事業を実施した。文化会
館を基点として、地域へのアウトリーチや市民ミュージカ
ルなどの事業が展開された。「歴史的風致のまちづくり」
プロジェクトの推進により、街道、宿場、城下町、伝統行
事などの歴史資源の保存や整備事業を行った。また、文
化振興基金を創設した。

19,810かめやま文化年事業 主

活動 成果

20,304

19,810 17,717

（個別判定）

Ｂ
まずまず進んでいる
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17056
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かめやま文化年事業

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

関
連
事
業

活
動

　かめやま文化年事業は、「つながる」をキーワードとし
て、交流・継承・人材育成の視点を踏まえたかめやま文
化年2017を1年を通じて実施した。また文化会館の指
定管理者でもある地域社会振興会を支援し、文化会館
による各種事業がスムーズに展開された。

番号
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【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
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地域社会振興会運営事業

（個別判定）

Ａ
順調に進んでいる
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【左記の活動により、施策は推進できているか】

　かめやま文化年2017では、岡山県高梁市との文化交
流や全国から若手アーティストが集う亀山トリエンナーレ
など、「つながる」を意識して各事業に取り組み、異なる
文化や地域間交流を深めるともに、様々な各種団体の
参画と連携を進めたことにより、文化交流の促進が図れ
た。

Ａ17,717

　歴史資源や自然資源の保存整備により、魅力あるまち
づくりが進んだ。また文化年事業を中心に、地場産業と
文化を結び付けたり、文化会館を基点とした市民向け音
楽活動や市民ミュージカル、子ども能の育成など、新た
な文化資源の創造に取り組むなど、文化振興ビジョンに
てらした文化政策の推進が図れた。

Ａ Ａ

活動 成果

Ａ Ａ

内容

事務事業の名称 区分 予算額/決算額 [千円]

　文化振興基金の創設

　文化会館の大規模改修事業として不具合のあった空
調設備の設計及び会議室棟・市民ロビーの改修工事を
実施するとともに、大ホール吊天井耐震調査を実施し
た。また、老朽化した高圧受変電設備（キュービクル）の
改修工事を実施した。
　文化年事業においては、文化会館が中心となってアー
トリース事業、市民ミュージカル事業等が実施された。

　各工事の完了により、文化の拠点としての文化会館の
施設整備を進めることができた。
　文化会館においては、継続的に自主事業を開催すると
ともに、文化年事業に関連して市民参加型の活動が広く
展開された。

順調に進んでいる
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19078 施設整備費（文化会館費） 標 6,150

（個別判定）

活
動

【施策に対し、どのような取り組みを行ったか】

評
価

【左記の活動により、施策は推進できているか】

Ｂ
　文化年事業では、美術展の特別展として、中村晋也
氏、上田秀洋氏の作品展示を行った。市美術展をはじ
め、俳句会・川柳会を開催し、また亀山市芸術文化協
会や文化会館との連携により、協会の自主事業や文化
会館フェスタが開催された。また文化会館における合唱
指導やプロの演奏家のアウトリーチが市内各小中学校に
対して実施された。

　優れた作品に触れる機会を通じ市民の文化芸術に対
する意識が高まり、様々な活動成果を発表する機会によ
り、市民の活動意欲が向上した。
　また、芸術文化協会を中心とした各関係団体や子ども
たちに向けた文化活動により、文化芸術に優れた人材の
育成並びに市民の自主的な文化芸術活動の推進が図
れた。

まずまず進んでいる

Ｃ

19076

予算額/決算額 [千円] 活動 成果

19074 一般事業（文化振興事業） 標 2,197 2,051 Ｂ Ｂ

Ｂ

活動 成果

　文化年事業による市展特別展の開催 Ａ Ａ

19134 市民文化祭開催費 標 212 114 Ｂ

市展開催費 標 2,342 2,002 Ｂ


